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第２回総会議事録 
 
 

＜開催日＞   令和２年９月８日（火曜） 
 
＜開催場所＞  木更津市役所 朝日庁舎（会議室Ａ１・Ａ２） 
 

＜会議に付した議案等＞ 

 

日程第１ 議事録署名委員の指名 

 

日程第２ 報告第１２３号～報告第１３７号  

農地法第３条の３届出                   ３件 

農地法第４条届出                      ２件 

農地法第５条届出                     １０件 

  

日程第３ 報告第１３８号～報告第１５３号 農地の転用事実等に関する照会       １６件 

 

日程第４ 報告第１５４号～報告第１５９号 農地法第１８条第６項等通知         ６件 

 

日程第５ 議案第９９号～議案第１０１号  農地法第３条許可申請            ３件 

 

日程第６ 議案第１０２号         農地法第４条許可申請            １件 

 

日程第７ 議案第１０３号～議案第１１３号 農地法第５条許可申請           １１件 

 

日程第８ 議案第１１４号 農地法第５条の規定による許可後の計画変更          １件 

 

日程第９ 議案第１１５号 農地法第５条の規定による許可処分の取消           １件 

 

日程第１０ 議案第１１６号        木更津市農用地利用集積計画の決定について  １件 

                     （令和２年度第５次計画分） 
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＜出席委員＞  

１番 山口 登志雄   ２番 山口 進     ３番 杉山 孝 

４番 竹内 和雄    ５番 齋藤 洋一    ６番 小川 均 

     ７番 篠田 一男    ８番 平野 眞一    ９番 金子 一夫 

    １０番 地曳 功一   １１番 庄司 英実   １２番 江尻 幸子 

１３番 髙橋 勇    １４番 清水 宏益   １５番 林 憲司 

１６番 吉田 和義   １７番 安藤 一男   １８番 地曵 昭裕 

               以上 １８人 出席 

＜遅刻委員＞  無し 

＜欠席委員＞  無し 

＜傍聴者＞   無し 

 

＜農林水産課＞ 

  副主幹 磯部 光治   主任主事 渡部 千絵 

＜事務局出席者＞ 

事務局長 小泉 博   副主幹 加藤 進哉    主任主事 吉野 慶太 

事務員  飯島 直也 

 

 

    
〈午後３時００分開会〉 
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議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員の皆様には、お忙しいところ、総会への出席を頂き、ありがとうございます。 

新型コロナウイルス感染症対策として、時間短縮のためにも、スムーズな議事進行に、ご理

解ご協力を頂きたくお願い申しあげます。 

 

それでは、ただ今から、第２回総会を開催いたします。 

本日の出席委員は１８名であり、会議は、成立していることを報告いたします。 

また、本日、議案説明のため農林水産課職員の出席を依頼しましたので、よろしくお願いい

たします。 

本日の議事日程につきましては、既にお配りした議案書記載のとおりです。 

 

それでは、日程に入ります。 

日程第１ 議事録署名委員の指名につきましては、議席８番平野眞一委員と議席１８番地曵 

昭裕委員を指名いたします。 

書記には事務局職員、吉野主任主事を任命いたします。 

 

次に、日程第２ 報告第１２３号から報告第１３７号、３ページから６ページの農地法第３条の３

の届出３件、農地法第４条の届出２件、農地法第５条の届出１０件についての報告でございま

す。 

本件は、事務局長専決に基づくものであり、事務局長から報告を受け、これを受理したので

報告いたします。 

 

次に、日程第３ 報告第１３８号から報告第１５３号、７ページから８ページの、農地の転用事

実等に関する照会１６件についての報告でございます。    

本件は、法務局や税務署より農地の現況や転用許可の有無等の照会に対して、調査結果

等を報告するものであり、調査結果等につきましては、記載のとおりでございます。 

 

次に、日程第４ 報告第１５４号から報告第１５９号、９ページから１１ページの、農地法第１８

条第６項等の通知６件の報告でございます。 

本件は、農地の賃借権及び使用貸借権を合意により解約を行ったものを報告するものであり

ます。 

農業委員会に提出のありました合意解約の通知については、記載のとおりでございます。 

 

次に、日程第５ 議案第９９号から議案第１０１号、１２ページの農地法第３条の許可申請３案

件について、議題に供します。 

事務局の説明を求めます。 

 

議案第９９号から議案第１０１号、農地法第３条許可申請３案件について、ご説明いたしま

す。 

なお、事務局説明後、地区担当委員の方からは、農地法第３条第２項の許可要件のうち該

当する第１号の全部効率利用要件、第４号の農作業に常時従事する要件、第５号の耕作地の

面積が５０アール以上の要件、第７号の権利を取得する農地が農地の集団化、農作業の効率

化等、周辺地域における効率的かつ総合的な利用に関する要件等について、補足説明をお

願いします。 

 

初めに議案第９９号ですが、申請箇所は、３条位置図１の真里地先の農地になります。 

農業経営の拡張を図る譲受人の要望により、譲渡人との間で協議が整い申請されたもの

で、売買による所有権移転をするものです。 

なお、当該申請地は仮換地予定地であり、仮換地後の地番を調査したものです。 

 

続いて、議案第１００号及び議案第１０１号ですが、関連案件のため、一括して説明いたしま

す。 
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事務局 

 

 

 

 

議長 

 

金子委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請箇所は、３条位置図２の下内橋地先の農地になります。 

双方自身の農地として利用していたが、先代以前より交換して利用していたことが判明し、

現状に合わせた形にするため、交換による所有権移転をするものです。 

以上で、事務局の説明を終わります。 

 

続いて、地区担当委員の金子委員から現地調査の結果並びに補足説明をお願いします。 

 

まず、議案第９９号について、調査してまいりましたのでご説明いたします。 

本件は、農業経営の拡張のため申請がされたものです。 

譲受人は現在■■歳、農業従事日数は年間約３６０日で、約４８,２４０平方メートルの農地を

家族３人で耕作しています。 

農業機械はトラクター・田植え機・コンバイン等を所有しており、自作地の全てについて耕作

しています。 

仮換地予定地は田で、水稲を作付けするとのことで、周辺の地域への支障を及ぼす恐れは

無いと思われます。 

以上のことから農地法第３条第２項の許可基準を満たしており、適当であると判断いたしまし

た。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

続いて、議案第１００号及び議案第１０１号は関連案件のため一括してご説明いたします。 

本件は、双方自身の農地として利用していたが、先代以前より交換して利用していたことが

判明したことから、現状に合わせた形に権利関係を確定させるため申請がされたものです。 

まず、議案第１００号についてですが、譲受人は現在■■歳、農業従事日数は年間約６０日

で、１４,７４４平方メートルの農地を家族３人で耕作しています。 

農業機械はトラクターを所有しており、自作地の全てについて耕作しています。 

申請地は畑で、ネギ及びサトイモを作付けするとのことで、周辺の地域への支障を及ぼす恐

れは無いと思われます。 

続いて、議案第１０１号についてですが、譲受人は現在■■歳、農業従事日数は年間約 

１５０日で、１０,３６８平方メートルの農地を家族３人で耕作しています。 

農業機械はトラクター・耕運機・田植機等を所有しており、自作地の全てについて耕作して

います。 

申請地は畑で、じゃがいもを作付けするとのことで、周辺の地域への支障を及ぼす恐れは無

いと思われます。 

なお、議案第１０１号の譲受人は■■市在住ですが、毎週母の様子を見るため帰省してお

り、その際に農業を手伝っているとのことです。 

以上のことから農地法第３条第２項の許可基準を満たしており、適当であると判断いたしまし

た。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

以上で、説明が終わりました。    

ただ今の事務局並びに地区担当委員の説明について、質問・意見等がございましたらお願

いします。 

 

ご意見等も無いようですので、議案第９９号から議案第１０１号の３案件について、一括で採

決したいと思いますが、ご異議はございませんか。 

 

〈 異議無しの声 〉 

 

ご異議が無いようですので、採決いたします。 

議案第９９号から議案第１０１号、農地法第３条の許可申請３案件について、許可に賛成の
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議長 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

杉山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

方は挙手願います。 

 

〈 全員挙手 〉 

 

挙手全員であります。 

よって、議案第９９号から議案第１０１号は許可と決定いたします。 

 

次に、日程第６ 議案第１０２号、１３ページの農地法第４条許可申請について、議題に供し

ます。 

事務局の説明を求めます。 

 

議案第１０２号、農地法第４条許可申請について、ご説明いたします。 

申請箇所は、転用位置図４－１の下望陀地先の農地になります。 

申請目的は、農家住宅用地として転用するものです。 

農地区分については、１０ヘクタール以上の規模の一団の農地の区域内にある農地である

ことから第１種農地と判断いたしました。この第１種農地では原則的には転用許可できないので

すが、転用目的が住宅等で、集落に接続して設置されるものの計画であることにより、例外的

に許可できるものです。 

次に、一般基準のうち申請目的実現の確実性について、順にご説明いたします。 

資金計画ですが、建設費等の費用は約■■■■■■■円となっており、それに対し借り入

れで賄う計画であり、金融機関の承認書により確認済です。 

転用行為の支障となる権利者ですが、土地登記事項証明書及び農地台帳により確認し、支

障となる権利者は無いことを確認いたしました。 

次に、許可後遅滞無く申請に係る用途に供するかについてですが、令和３年３月２５日で   

完成する計画となっており、許可後遅滞なく事業着手するものと思われます。 

最後に、行政庁の許認可等の状況ですが、開発行為許可に関する書類の写し等も添付さ

れ、確認したところ問題ないものと思われます。 

以上で、事務局の説明を終わります。 

 

続いて、地区担当委員の杉山委員から現地調査の結果並びに補足説明をお願いいたしま

す。 

 

議案第１０２号について、申請地の調査及び転用事業者から事情を聴取してまいりましたの

で、周辺農地の営農条件への支障について、許可基準に沿って、順次ご説明いたします。 

まず、土砂の流出、崩壊の恐れについてですが、盛土は行わないため、土砂の流出等は起

きないと思われます。 

次に農業用の用排水施設への支障についてですが、雨水は宅地内にて集水し、汚水等

は、合併浄化槽で処理した後、前面の市道側溝へ放流するため問題は生じないと思われま

す。 

次に申請地が集団的に存在する農地について、分断する恐れがないかですが、隣接する

農地はないため問題はないと思われます。 

次に周辺農地における日照、通風等の支障についてですが、隣接する農地はないため問

題はないと思われます。 

最後に、農道等の機能に支障を及ぼす恐れですが、農道は使用しないため問題ないと思わ

れます。 

以上のことから、周辺農地の営農条件への支障についての転用許可基準を満たすものと思

われますので、当該申請は適当と判断いたしました。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

以上で、説明が終わりました。  
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議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただ今の事務局並びに地区担当委員の説明について、質問・意見等がございましたらお願

いします。 

 

ご意見等も無いようですので、採決いたします。 

議案第１０２号、農地法第４条の許可申請について、許可に賛成の方は挙手願います。  

 

〈 全員挙手 〉 

 

挙手全員であります。 

よって、議案第１０２号は、許可相当として知事に意見書を送付いたします。 

 

次に、日程第７ 議案第１０３号から議案第１１３号、１４ページから１７ページの農地法第５条

の許可申請１１案件について、議題に供します。 

まずは、事務局の説明を求めます。 

 

議案第１０３号から議案第１１３号、農地法第５条許可申請の１１案件について、ご説明いたし

ます。 

 

初めに、議案第１０３号ですが、申請箇所は、転用位置図５－１の永井作地先の農地になり

ます。 

申請目的は、太陽光発電施設として転用するもので、農地転用を伴う所有権移転の許可申

請となっております。 

農地区分については、鉄道駅からおおむね５００メートル以内の区域であるため、第２種農

地と判断いたしました。 

次に、一般基準のうち申請目的実現の確実性について、順にご説明いたします。 

資金計画ですが、建設費等の費用は約■■■■■■■円となっており、それに対し融資会

社からの借入で賄う計画であり、融資の内定通知書により確認済です。 

転用行為の支障となる権利者ですが、土地登記事項証明書及び農地台帳により確認し、支

障となる権利者は無いことを確認いたしました。 

次に、許可後遅滞なく申請に係る用途に供するかについてですが、令和３年３月３１日まで

に完成する計画となっており、許可後遅滞なく事業に着手するものと思われます。 

最後に、行政庁の許認可等の状況ですが、経済産業省の再生可能エネルギー発電事業計

画の認定通知書の写し等も添付され、確認したところ問題ないものと思われます。 

 

次に、議案第１０４号ですが、申請箇所は、転用位置図５－２の吾妻地先の農地になります。 

申請目的は、賃貸共同住宅として転用するもので、農地転用を伴う所有権移転の許可申請

となっております。 

農地区分については、市街化区域に近接する区域内にある農地で、その規模がおおむね 

１０ヘクタール未満の規模であることから、第２種農地と判断いたしました。 

次に、一般基準のうち申請目的実現の確実性について、順にご説明いたします。 

資金計画ですが、建設費等の費用は約■■■■■■■円となっており、それに対し金融機

関からの借り入れで賄う計画であり、金融機関の融資証明により確認済です。 

転用行為の支障となる権利者ですが、土地登記事項証明書及び農地台帳により確認し、支

障となる権利者は無いことを確認いたしました。 

次に、許可後遅滞無く申請に係る用途に供するかについてですが、令和３年６月３０日で完

成する計画となっており、許可後遅滞なく事業に着手するものと思われます。 

最後に、行政庁の許認可等の状況ですが、開発行為許可の申請書等も添付され、確認した

ところ問題ないものと思われます。 

 

次に、議案第１０５号から議案第１１１号ですが、関連案件ですので、一括してご説明いたし
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ます。 

申請箇所は、転用位置図５－３の中里地先の農地になります。 

申請目的は、有料老人ホームとして転用するもので、農地転用を伴う所有権移転の許可申

請となっております。 

農地区分については、市街化区域に近接する区域内にある農地で、その規模がおおむね 

１０ヘクタール未満の規模であることから、第２種農地と判断いたしました。 

次に、一般基準のうち申請目的実現の確実性について、順にご説明いたします。 

資金計画ですが、建設費等の費用は約■■■■■■■円となっており、それに対し自己資

金で賄う計画であり、金融機関の残高証明書により確認済です。 

転用行為の支障となる権利者ですが、土地登記事項証明書及び農地台帳により確認し、仮

登記権利者及び抵当権者が確認できましたが、転用についての同意書が出ております。 

次に、許可後遅滞無く申請に係る用途に供するかについてですが、令和３年３月３０日で完

成する計画となっており、許可後遅滞なく事業に着手するものと思われます。 

最後に、行政庁の許認可等の状況ですが、開発行為許可の申請書等も添付され、確認した

ところ問題ないものと思われます。 

 

次に、議案第１１２号ですが、申請箇所は、転用位置図５－４の曽根地先の農地になります。 

申請目的は、農家住宅として転用するもので、農地転用を伴う使用賃貸借権設定の許可申

請となっております。 

農地区分については、１０ヘクタール以上の規模の一団の農地の区域内にある農地である

ことから第１種農地と判断いたしました。この第１種農地では原則的には転用許可できないので

すが、転用目的が住宅等で、集落に接続して設置されるものの計画であることにより、例外的

に許可できるものです。 

次に、一般基準のうち申請目的実現の確実性について、順にご説明いたします。 

資金計画ですが、建設費等の費用は約■■■■■■■円となっており、それに対し金融機

関からの借り入れで賄う計画であり、金融機関の承認書により確認済です。 

転用行為の支障となる権利者ですが、土地登記事項証明書及び農地台帳により確認し、支

障となる権利者は無いことを確認いたしました。 

次に、許可後遅滞無く申請に係る用途に供するかについてですが、令和３年４月１５日で完

成する計画となっており、許可後遅滞なく事業に着手するものと思われます。 

最後に、行政庁の許認可等の状況ですが、開発行為許可に関する書類の写し等も添付さ

れ、確認したところ問題ないものと思われます。 

 

次に、議案第１１３号ですが、申請箇所は、転用位置図５－５の牛袋野地先の農地になりま

す。 

申請目的は、農家住宅として転用するもので、農地転用を伴う使用貸借権設定の許可申請

となっております。 

農地区分については、１０ヘクタール以上の規模の一団の農地の区域内にある農地である

ことから第１種農地と判断いたしました。この第１種農地では原則的には転用許可できないので

すが、転用目的が住宅等で、集落に接続して設置されるものの計画であることにより、例外的

に許可できるものです。 

次に、一般基準のうち申請目的実現の確実性について、順にご説明いたします。 

資金計画ですが、建設費等の費用は約■■■■■■■円となっており、それに対し自己資

金及び金融機関からの借り入れで賄う計画であり、それぞれ預金通帳の写し、金融機関の審

査書により確認済です。 

転用行為の支障となる権利者ですが、土地登記事項証明書及び農地台帳により確認し、支

障となる権利者は無いことを確認いたしました。 

次に、許可後遅滞無く申請に係る用途に供するかについてですが、令和３年５月３１日で完

成する計画となっており、許可後遅滞なく事業に着手するものと思われます。 

最後に、行政庁の許認可等の状況ですが、開発行為許可に関する書類の写し等も添付さ
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

山口進委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

れ、確認したところ問題ないものと思われます。 

なお、議案第１０５号から議案第１１１号について、担当より補足説明があります。 

 

私から、議案第１０５号から議案第１１１号について、補足説明をさせていただきます。 

本案件に係る譲渡人の地権者の中で、平成２９年に違反勧告を受けたものがおります。違反

の内容ですが、■■の■■地区において、農地法の許可を受けずに残土を埋立していたもの

です。 

 これを受けまして、千葉県の担当とも協議をし、その地権者に対し違反状態を是正するよう再

度働きかけ、話し合いの結果、９月末までに残土を撤去することを約束させました。是正計画書

も提出されておりますので、今後はその計画に沿って残土の撤去を進めていくと思われます。

是正完了次第、市と県で現地状況も確認し、違反が解消された後に許可となる見込みです。 

以上で、事務局の補足説明を終わります 

 

続いて、地区担当委員から現地調査の結果並びに補足説明をお願いします。 

初めに、議案第１０３号及び議案第１０４号について、山口進委員お願いします。 

 

議案第１０３号について、申請地の調査及び転用事業者から事情を聴取してまいりましたの

で、周辺農地の営農条件への支障について、許可基準に沿って、順次ご説明いたします。 

まず、土砂の流出、崩壊の恐れについてですが、盛土は行わないため、土砂の流出等は起

きないと思われます。 

次に、農業用の用排水施設への支障についてですが、汚水は無く、雨水は自然浸透により

処理するため問題は生じないと思われます。 

次に、申請地が集団的に存在する農地について、分断する恐れがないかですが、隣接する

営農中の農地は無いため問題はないと思われます。 

次に、周辺農地における日照、通風等の支障についてですが、太陽光パネルの設置のみで

あり、高さも２メートル程度であるため問題はないと思われます。 

最後に、農道等の機能に支障を及ぼす恐れですが、機材を分けて軽トラックで運び、破損

等がないように工事を行っていくため問題はないと思われます。 

以上のことから、周辺農地の営農条件への支障についての転用許可基準を満たすものと思

われますので、当該申請は適当と判断いたしました。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

続いて、議案第１０４号について、申請地の調査及び転用事業者から事情を聴取してまいり

ましたので、周辺農地の営農条件への支障について、許可基準に沿って、順次ご説明いたし

ます。 

まず、土砂の流出、崩壊の恐れについてですが、盛土は行わないため、土砂の流出等は起

きないと思われます。 

次に、農業用の用排水施設への支障についてですが、雨水は宅地内で集水、汚水は合併

浄化槽で処理したあと北側水路に排水するため問題は生じないと思われます。 

次に、申請地が集団的に存在する農地について、分断する恐れがないかですが、隣接する

農地は無いため問題はないと思われます。 

次に、周辺農地における日照、通風等の支障についてですが、隣接する農地は無いため問

題はないと思われます。 

最後に、農道等の機能に支障を及ぼす恐れですが、農道は使用しないため問題はないと思

われます。 

以上のことから、周辺農地の営農条件への支障についての転用許可基準を満たすものと思

われますので、当該申請は適当と判断いたしました。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

続いて、議案第１０５号から議案第１１１号について、地曵昭裕委員お願いします。 
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地曵昭裕委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

齋藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第１０５号から議案第１１１号について、申請地の調査及び転用事業者から事情を聴取

してまいりましたので、周辺農地の営農条件への支障について、許可基準に沿って、順次ご説

明いたします。 

まず、土砂の流出、崩壊の恐れについてですが、周囲をブロック土留め及びフェンスで囲う

ため、土砂の流出等は起きないと思われます。 

次に、農業用の用排水施設への支障についてですが、雨水は地下式雨水抑制施設で流出

量を抑制し、汚水は合併浄化槽で処理をして南側水路に放流するため問題は生じないと思わ

れます。 

次に、申請地が集団的に存在する農地について、分断する恐れがないかですが、隣接する

営農中の農地は無いため問題はないと思われます。 

次に、周辺農地における日照、通風等の支障についてですが、隣接する営農中の農地は無

いため問題はないと思われます。 

最後に、農道等の機能に支障を及ぼす恐れですが、農道は使用しないため問題はないと思

われます。 

以上のことから、周辺農地の営農条件への支障についての転用許可基準を満たすものと思

われますので、当該申請は適当と判断いたしました。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

続いて、議案第１１２号及び議案第１１３号について、齋藤委員お願いします。 

 

議案第１１２号について、申請地の調査及び転用事業者から事情を聴取してまいりましたの

で、周辺農地の営農条件への支障について、許可基準に沿って、順次ご説明いたします。 

まず、土砂の流出、崩壊の恐れについてですが、盛土は行わないため、土砂の流出等は起

きないと思われます。 

次に、農業用の用排水施設への支障についてですが、雨水は宅地内にて集水し、汚水は

合併浄化槽にて処理し西側道路側溝に放流するため問題は生じないと思われます。 

次に、申請地が集団的に存在する農地について、分断する恐れがないかですが、道路や住

宅に面している場所であるため問題はないと思われます。 

次に、周辺農地における日照、通風等の支障についてですが、境界から離して設置するな

ど日照、通風に配慮した計画のため問題はないと思われます。 

最後に、農道等の機能に支障を及ぼす恐れですが、農道は使用しないため問題はないと思

われます。 

以上のことから、周辺農地の営農条件への支障についての転用許可基準を満たすものと思

われますので、当該申請は適当と判断いたしました。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議案第１１３号について、申請地の調査及び転用事業者から事情を聴取してまいりましたの

で、周辺農地の営農条件への支障について、許可基準に沿って、順次ご説明いたします。 

まず、土砂の流出、崩壊の恐れについてですが、盛土は行わないため、土砂の流出等は起

きないと思われます。 

次に、農業用の用排水施設への支障についてですが、雨水は浸透桝により地下浸透させ、

オーバーフロー分を既設水路へ放流し、汚水は合併浄化槽により処理し、既設水路へ放流す

るため問題は生じないと思われます。 

次に、申請地が集団的に存在する農地について、分断する恐れがないかですが、宅地に接

している場所にあるため問題はないと思われます。 

次に、周辺農地における日照、通風等の支障についてですが、境界から離して設置するな

ど日照、通風に配慮した計画のため問題はないと思われます。 

最後に、農道等の機能に支障を及ぼす恐れですが、農道は使用せず、自身の土地を進入

路として利用するため問題はないと思われます。 
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齋藤委員 

 

 

 

議長 

 

 

 

地曵昭裕委員 

 

議長 

 

地曵昭裕委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

地曵昭裕委員 

 

 

事務局 

 

 

地曵昭裕委員 

 

 

安藤委員 

 

 

清水委員 

 

議長 

 

清水委員 

 

 

 

 

 

 

安藤委員 

 

地曵昭裕委員 

 

 

以上のことから、周辺農地の営農条件への支障についての転用許可基準を満たすものと思

われますので、当該申請は適当と判断いたしました。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

以上で、説明が終わりました。  

ただ今の事務局の説明並びに地区担当委員の説明について、質問・意見等がございました

らお願いします。 

 

はい。 

 

地曵昭裕委員、どうぞ。 

 

太陽光発電の施設について事務局の判断を聞きたいのですが、今回の件については隣接

する農地が無いので問題はないのですが、私の地元で、太陽光発電をするためにフェンスで

囲い、今まで畦畔で使用していた部分がなくなり、畦畔からの管理が出来なくなったとの話を聞

きました。畦畔部分についてはどのように指示しているのでしょうか。 

 

畦畔の部分ですけれども、周辺農地への影響となりますので設置については配慮したうえで

のものになります。ただし、実際にそのような影響が出ているとのことですので、市と県で現地確

認を行っているが隣接する農地等がある場合は、今後重点的に出来た後についても注意する

ようにしていきたいと思っております。 

 

いままで畦畔に関する注意というのは、周辺農地の影響という言葉で行っていたということで

すか。 

 

はい。周辺農地への影響ということで行っており充分配慮しておりますが、今後も隣接する農

地がある場合には、より注意するように指導していきたいと思います。 

 

委員の皆さんにお聞きしたいのですが、太陽光発電施設によって、畦畔が面積に占有され

て、畦畔の管理に支障をきたすというような事例とか聞いていませんか。 

 

転用の許可が出れば、境界まで埋め立てられる。境界まで転用の許可がでているのだから

もし畦畔が太陽光を行う側のものであれば、許可の中なので問題ないのではないでしょうか。 

 

はい。 

 

清水委員、どうぞ。 

 

私の波岡地区では、太陽光発電を作る際に畦畔をつぶすようなことはなかったです。 

全て田を埋め立てないで、畦畔を残したままで太陽光を行っておりますので、その周辺農地

へは迷惑はかかっていません。 

だから、畦畔を残すには、畦畔を除いた部分を許可するような形でないとだめなのではない

でしょうか。考え方としたら、田を埋めないで現状の形で使用する分には許可しても大丈夫かな

と思います。 

 

境界を避けて、フェンスを建てることを承知してくれればよいのでしょうけども。 

 

農業委員会として境界まで使用してよいのか、本来は占有する権利があるけども畦畔部分を

譲ってフェンスを建てるようにするのでしょうか。 
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事務局 

 

 

 

 

地曵昭裕委員 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

地曳功一委員 

 

 

 

 

 

議長 

 

地曳委員の提案ですが、所有権の権利に関する部分なので強制ということは難しいとは思

いますが、周辺農地の影響を鑑みたときにお願いとしてできますし、太陽光施設を行う時には、

隣接する農地の所有者には、事業者の方から、説明等をするようになっているので、その中で

隣接する農地への影響がないように事業者に徹底し指導していきたいと思います。 

 

わかりました。 

 

その他、ございますか。 

ご意見等も無いようですので、議案第１０３号から議案第１１３号の１１案件について、一括で

採決したいと思いますが、ご異議はございませんか。 

 

〈 異議無しの声 〉 

 

ご異議が無いようですので、採決いたします。 

議案第１０３号から議案第１１３号、農地法第５条の許可申請１１案件について、許可に賛成

の方は挙手願います。 

 

〈 全員挙手 〉 

 

挙手全員であります。 

よって、議案第１０３号から議案第１１３号は、許可相当として知事に意見書を送付いたしま

す。 

 

次に、日程第８ 議案第１１４号、１８ページの農地法第５条の規定による許可後の計画変更

承認申請について、議題に供します。 

事務局の説明を求めます。 

 

議案第１１４号、農地法第５条の規程による許可後の計画変更承認申請１案件について、ご

説明いたします。 

申請箇所は、位置図５－６の伊豆島地先の農地になります。 

計画変更の理由は、一時転用の期間の延長になります。 

本申請は、伊豆島のポルシェ試走場建設の工事に伴い、一時的な資材置場及び駐車場と

して、一時転用を伴う賃借権設定の許可をしたものです。令和２年５月８日開催の第３４回総会

で許可相当となり、令和２年６月３日に許可となっております。 

当初の計画では許可期間中に、本事業区域内の工事が完了した場所へ資材及び車両を移

動する計画でしたが、本事業区域内の工事に遅れが生じ、期間内の移動が困難になったこと

により、引き続き当該地を利用したく、一時転用期間の延長を求めるものです。 

以上で、事務局の説明を終わります。 

 

続いて、地区担当委員の地曳功一委員から現地調査の結果並びに補足説明をお願いしま

す。 

 

議案第１１４号について、調査してまいりましたので、ご説明いたします。 

この案件は、これまでどおり資材置場及び駐車場として使用するための、期間延長の申請と

のことで、申請地の周囲に隣接する営農中の農地もないため、周辺農地への影響はないと思

います。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

以上で、説明が終わりました。  

ただいまの事務局並びに地区担当委員の説明について、質問・意見等がございましたら、
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

高橋委員 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

お願いします。 

 

ご意見等も無いようですので、採決いたします。 

議案第１１４号、 農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請について、承認す

ることに賛成の方は挙手願います。 

 

〈 全員挙手 〉 

 

挙手全員であります。 

よって、議案第１１４号は、承認するものとして知事に意見書を送付いたします。 

 

次に、日程第９ 議案第１１５号、１９ページの農地法第５条の規定による許可処分の取消に

ついて、議題に供します。 

事務局の説明を求めます。 

 

議案第１１５号、農地法第５条の規定による許可処分の取消申請について、ご説明をいたし

ます。 

本申請は、ガス管等の設置工事のために、当該地を車両置き場及び現場事務所として一時

転用する内容で、令和元年９月９日開催の第２６回総会、議案第８９号で許可相当となり、令和

元年９月２６日付けで農地法第５条の許可となっております。 

今回、事業計画の変更に伴い、当該地を使用する必要が無くなったため、許可処分の取消

を求めるものです。 

取消相当の判断基準としまして、転用行為がされる前であったこと、権利の設定がまだ行わ

れていないこと、当初の許可を行った時点から事情の変更があり、当該土地の権利関係を不

当に不安定にするおそれがあることなどから、基準は満たしていると判断されます。 

以上で、事務局の説明を終わります。 

 

続いて、地区担当委員の高橋委員から現地調査の結果並びに補足説明をお願いします。 

 

議案第１１５号について、調査をしてまいりましたので、ご説明いたします。 

事務局から説明があったとおり、計画変更により当該地を使用しなくなったものです。現地も

農地として利用できる状態でしたので、許可処分の取消要件を満たすものといえ、取消が相当

と判断いたしました。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

以上で、説明が終わりました。  

ただいまの事務局並びに地区担当委員の説明について、質問・意見等がございましたら、

お願いします。 

 

ご意見等も無いようですので、採決いたします。 

議案第１１５号、農地法第５条の規定による許可処分の取消について、承認することに賛成

の方は挙手願います。 

 

〈 全員挙手 〉 

 

挙手全員であります。 

よって、議案第１１５号は、承認するものとして知事に意見書を送付いたします。 

 

次に、日程第１０ 議案第１１６号、２０ページから２７ページの木更津市農用地利用集積計

画の決定について、令和２年度第５次計画分を議題に供します。 
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議長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

農林水産課職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

篠田委員 

 

 

事務局の説明を求めます。 

 

議案第１１６号、木更津市農用地利用集積、令和２年度第５次計画の決定について、ご説明

いたします。 

本案件は、令和２年８月２４日付けで、木更津市長から農業経営基盤強化促進法第１８条第

１項の規定により、当該計画の決定を求められているものであります。 

それでは、議案書の利用明細書に沿って説明いたします。 

今回の計画は、計画１から計画１９までとなっております。 

利用目的は、計画１から計画４、計画９及び計画１０が露地野菜を計画７及び計画８、計画 

１１から計画１９が水稲を計画５が水稲及び露地野菜を計画６がハウス栽培で野菜を作付けす

る計画となっております。 

利用権設定の種類は計画１、計画３から計画５、計画７から計画１８まで賃借権の設定、計画

２及び計画６が使用貸借権の設定、計画１９が所有権の移転となっております。 

利用権設定期間は、計画１から計画５が５年、計画６、計画８から計画１３，計画１５、計画１８

が１０年、計画７、計画１４、計画１６、計画１７が８年２ヶ月となっております。 

計画合計数は、３９筆２８,７２９平方メートルとなっております。 

今回は、一括方式の農地利用集積計画があり、計画７番から計画１８番までが該当しており

ます。 

なお、計画の詳細は、担当課の農林水産課より説明いたします。 

以上で、事務局からの説明を終わります。 

 

続いて、農林水産課職員の説明を求めます。 

 

農林水産課より説明させていただきます。今年度からの農地中間管理事業の事務手続きに

つきまして事務の迅速化を図るため一括方式となりましたので、お配りした資料を使って、農地

中間管理事業の仕組みと手続きの流れにつきましてご説明いたします。 

まず、農地中間管理事業のしくみをご覧ください。本事業は、公的な機関が受け皿として、

農地バンクとしての役割を担うことで、農業の規模拡大など農地の集積・集約化による生産性

向上を目的として、平成２６年度にスタートしました。千葉県では、県園芸協会が指定を受けて

おり、県内の各市町村が、事務の委託を受けて申請受付からの事務手続きを行っております。

本市では、現在までに約１９２名から、６３ヘクタールの農地を借受けております。 

事業のしくみにつきましては、機構は地権者から農地を借受け、規模拡大などの農地を借り

たい、耕作者に貸し付ける、中間的な役割りを担い、借地料の受け渡し手続きを行う等、公的

な機関が間に入ることで信用、信頼ができるものであると考えております。 

次に、本事業の一括方式につきましてご説明いたします。 

今までは、農地を機構に貸すための集積計画と、その農地を耕作者に貸す配分計画を別々

に２段階の手続きが必要でしたが、今年度からあらかじめ貸し借りの相手を決めて申し込んだ

場合に、集積計画と配分計画の地権者、園芸協会、耕作者の３者の権利関係を一本化して、

一括で決定する一括方式とし、手続きを簡略化するものでございます。 

一括方式の流れとしましては、市で農地利用集積計画作成し、県園芸協会で意見聴取、県

同意後に、農業委員会総会において、審査・決定をして頂き、市公告、通知の後、権利の設定

となり、今までの手続きと比べ約１ヵ月ほど事務手続き期間が短縮されるものと考えております。 

以上で、農林水産課からの説明を終わります。 

 

続いて、地区担当委員から現地調査の結果並びに補足説明をお願いします。 

初めに、計画１番から計画５番について、篠田委員お願いします。 

 

私からは、計画番号１番から計画５番について、利用権の設定等を受ける者が同一のため、

一括してご説明いたします。 

本件は、農業経営の拡張を図るに当り、当該農地を新規に借り受けるものです。 
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篠田委員 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

小川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

安藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用権の設定を受ける者の備えるべき要件についてですが、スクリーンに映し出されている

とおり、耕作している農用地の面積、農作業従事日数、農機具の保有状況等から効率的に利

用するものと思われます。 

なお、申請地の現況は田及び畑で、水稲及び露地野菜を作付けするとのことであります。 

以上のことから、借受人は利用権の設定を受ける者の備えるべき要件を満たしており、問題

ないものと思われます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

続いて、計画６番について、小川委員お願いします。 

 

私からは、計画番号６番について、ご説明いたします。 

本件は、農業経営の拡張を図るに当り、当該農地を新規に借り受けるものです。 

利用権の設定を受ける者の備えるべき要件についてですが、スクリーンに映し出されている

とおり、耕作している農用地の面積、農作業従事日数、農機具の保有状況等から効率的に利

用するものと思われます。 

なお、申請地の現況は畑で、ハウスでトマトを作付けするとのことであります。 

以上のことから、借受人は利用権の設定を受ける者の備えるべき要件を満たしており、問題

ないものと思われます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

続いて、計画７番、計画９番、計画１０番及び計画１４番から計画１７番については、私から説

明いたします。 

 

計画番号７番について、ご説明いたします。 

本件は、農業経営の拡張を図るにあたり、当該農地を新規に借り受けるものです。 

利用権の設定を受ける者の備えるべき要件についてですが、スクリーンに映し出されている

とおり、耕作している農用地の面積、農作業従事日数、農機具の保有状況等から効率的に利

用するものと思われます。 

なお、申請地の現況は田で、水稲を作付けするとのことであります。 

以上のことから、借受人は利用権の設定を受ける者の備えるべき要件を満たしており、問題

ないものと思われます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

続いて、計画番号９番及び計画１０番について、利用権の設定等を受ける者が同一のため、

一括してご説明いたします。 

本件は、農業経営の拡張を図るに当り、当該農地を新規に借り受けるものです。 

利用権の設定を受ける者の備えるべき要件についてですが、スクリーンに映し出されている

とおり、耕作している農用地の面積、農作業従事日数、農機具の保有状況等から効率的に利

用するものと思われます。 

なお、申請地の現況は畑で、露地野菜を作付けするとのことであります。 

以上のことから、借受人は利用権の設定を受ける者の備えるべき要件を満たしており、問題

ないものと思われます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

続いて、計画番号１４番から計画１６番について、利用権の設定等を受ける者が同一のた

め、一括してご説明いたします。 

本件は、農業経営の拡張を図るに当り、当該農地を新規に借り受けるものです。 

利用権の設定を受ける者の備えるべき要件についてですが、スクリーンに映し出されている

とおり、耕作している農用地の面積、農作業従事日数、農機具の保有状況等から効率的に利

用するものと思われます。 
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安藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

杉山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

竹内委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

地曵昭裕委員 

 

 

 

 

 

 

なお、申請地の現況は田で、水稲を作付けするとのことであります。 

以上のことから、借受人は利用権の設定を受ける者の備えるべき要件を満たしており、問題

ないものと思われます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

続いて、計画番号１７番について、ご説明いたします。 

本件は、農業経営の拡張を図るに当り、当該農地を新規に借り受けるものです。 

利用権の設定を受ける者の備えるべき要件についてですが、スクリーンに映し出されている

とおり、耕作している農用地の面積、農作業従事日数、農機具の保有状況等から効率的に利

用するものと思われます。 

なお、申請地の現況は田で、水稲を作付けするとのことであります。 

以上のことから、借受人は利用権の設定を受ける者の備えるべき要件を満たしており、問題

ないものと思われます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

続いて、計画８番について、杉山委員お願いします。 

 

私からは、計画番号８番について、ご説明いたします。 

本件は、農業経営の拡張を図るに当り、当該農地を新規に借り受けるものです。 

利用権の設定を受ける者の備えるべき要件についてですが、スクリーンに映し出されている

とおり、耕作している農用地の面積、農作業従事日数、農機具の保有状況等から効率的に利

用するものと思われます。 

なお、申請地の現況は田で、水稲を作付けするとのことであります。 

以上のことから、借受人は利用権の設定を受ける者の備えるべき要件を満たしており、問題

ないものと思われます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

続いて、計画１１番から計画１３番について、竹内委員お願いします。 

 

私からは、計画番号１１番から計画１３番について、利用権の設定等を受ける者が同一のた

め、一括してご説明いたします。 

本件は、農業経営の拡張を図るに当り、当該農地を新規に借り受けるものです。 

利用権の設定を受ける者の備えるべき要件についてですが、スクリーンに映し出されている

とおり、耕作している農用地の面積、農作業従事日数、農機具の保有状況等から効率的に利

用するものと思われます。 

また、本件で３筆申請されておりますが、隣地に既に約５,５００平方メートル耕作しておりま

す。今回の申請地の現況は田で、水稲を作付けするとのことであります。 

以上のことから、借受人は利用権の設定を受ける者の備えるべき要件を満たしており、問題

ないものと思われます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

続いて、計画１８番について、地曵昭裕委員お願いします。 

 

私からは、計画番号１８番について、ご説明いたします。 

本件は、農業経営の拡張を図るに当り、当該農地を新規に借り受けるものです。 

利用権の設定を受ける者の備えるべき要件についてですが、スクリーンに映し出されている

とおり、耕作している農用地の面積、農作業従事日数、農機具の保有状況等から効率的に利

用するものと思われます。 

なお、申請地の現況は田で、水稲を作付けするとのことであります。 

以上のことから、借受人は利用権の設定を受ける者の備えるべき要件を満たしており、問題
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地曵昭裕委員 

 

 

議長 

 

林委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

地曵昭裕委員 

 

議長 

 

地曵昭裕委員 

 

竹内委員 

 

 

地曵昭裕委員 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ないものと思われます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

続いて、計画１９番について、林委員お願いします。 

 

私からは、計画番号１９番について、ご説明いたします。 

本件は、農業経営の拡張・自作地に近い当該農地を取得し、耕作の利便性向上等を図るに

当り、買い受けるものです。 

所有権の移転を受ける者の備えるべき要件についてですが、スクリーンに映し出されている

とおり、耕作している農用地の面積、農作業従事日数、農機具の保有状況等から効率的に利

用するものと思われます。 

なお、申請地の現況は田で、水稲を作付けするとのことであります。 

以上のことから、買受人は所有権の移転を受ける者の備えるべき要件を満たしており、問題

ないものと思われます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

以上で、説明が終わりました。  

ただ今の事務局の説明並びに地区担当委員及び農林水産課職員の説明について、質問・

意見等がございましたらお願いします。 

 

はい。 

 

地曵昭裕委員、どうぞ。 

 

竹内委員にお聞きします。この方は、籾摺り等はどのようにするのですか。 

 

先程に説明したように、現在約５,５００平方メートル耕作しており、今回さらに増えることになる

わけですが、作業については委託となります。 

 

わかりました。 

 

その他、ございますか。 

ご意見等も無いようですので、採決いたします。 

なお、本案件の第５次計画分には、■■■■にかかる計画と、■■■■にかかる計画があり

ますので、農業委員会等に関する法律第３１条第１項の「議事参与の制限」により、■■■■と

■■■■は、■■■■■■■をお願いします。 

 

それでは、採決いたします。 

議案第１１６号、木更津市農用地利用集積計画の決定について、令和２年度第５次計画分

を原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

 

〈 全員挙手 〉 

 

挙手全員であります。 

よって、議案第１１６号は、原案のとおり決定しましたので、市長宛にその旨を回答するものと

いたします。 

それでは、退席されております■■■■、■■■■には、お戻り願います。 
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議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これにて、本日の報告事項並びに議案の審議は全て終了いたしました。 

 

以上をもちまして、第２回総会を閉会といたします。 

なお、終了時間は、午後４時１０分であります。 

 

 

以上をもって議事の顛末を記載し、相違ないことを証するため署名する。 

 

令和２年９月８日 

議       長       安 藤  一 男         

 

議事録署名委員     

                     平 野  眞 一         

 

 

                        地 曵  昭 裕         


